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農業用ため池改修時における絶滅危惧種タナゴの
保全手法の検討
生態・景観と環境管理分野　　佐々木　卓彦
河川後背湿地を生活域とする淡水魚の多くは、
墾田に合わせてその生活域を水田に移動し、水田
生態系の一部を形成した。一方、近年の農業生産
性の向上に向けた圃場整備によって、水田生態系
の劣化が進んだ。水田生態系のこれ以上の劣化を
防ぐために、土地改良法が2001年に改正され、圃
場整備事業の実施における環境との調和への配慮
が義務づけられた。しかしながら、農業生産性や
作業性を維持しつつ水田生態系を保全する具体的
な対策は、いまだ試行錯誤の段階である。
本研究の調査地である盛岡市北部のため池で
は、圃場整備による改修が予定されている。ため
池には絶滅危惧種であるタナゴ（Acheilognathus 
melanogaster）の生息が確認された。タナゴは、
タガイなどの二枚貝の鰓に産卵し、さらに二枚貝
の幼生はトウヨシノボリなどの魚類の鰭や鰓に一
時的に寄生する生態を持つ。したがって、タナゴ
の保全のためには、産卵基質である二枚貝と、二
枚貝の宿主となる魚類の生息が必要とされる。ま
た、対象のため池は水田群の下流側に位置すると
いう特徴を持ち、上流側の水路と接続して水生生
物の生息空間に広がりを持たせている。しかしな
がら、圃場整備におけるため池の改修にあたって
は、水を切った上で堤体の改修や底泥の浚渫など、
ため池内の生物に対して甚大な影響を与える工程
が予想される。
そこで、我々はため池に生息するタナゴをはじ
めとする水生生物の保全に向けて、 2つの方向性か
ら複数年に渡り研究を進めてきた。 1つは改修工事
が行われる期間に域外でタナゴを保全する生息地
外保全であり、水槽での増殖方法の確立や、代償
の目的で創出された人工池の生息状況調査が挙げ
られる。もう1つは、対象水域のタナゴをはじめ
とする生物の生息状況を調査し、得られた知見に
基づいてため池や水路に対する改善提案を行う生
息地内保全である。生息地外でのタナゴの保全を
図りつつ、改修後のため池と水路における環境条
件をタナゴの生活史が完結できる形に整備するこ
とで、タナゴをはじめとする水田生態系の保全が
可能になると考えた。
これまでの渋民武道地区におけるタナゴ保全に
向けた我々の先行研究では、以下の点が明らかに
なった。①水槽での増殖は、カワシンジュガイを
産卵基質に用い、一定の条件を整えることで比較
的容易に実現できることを確認した（山屋 2014）。
②ため池改修時の一時的退避を含む代償を目的と
して創出した人工池において、タナゴ、タガイ、
トウヨシノボリが越冬し、同一水系の水路ではヨ
コハマシジラガイが越冬したことから、タナゴの
生態に関わる生物の生息空間としての有効性を確
認し（菅野 2015）、さらに再生産を確認した（山
田 2016）。③ため池、水路の間では、ドジョウ、
タナゴ、トウヨシノボリの往来を確認した。タナ
ゴは一時的に水路に入り込み、トウヨシノボリ、
ドジョウは繁殖のために水路に入り込むことが示
唆された（竹田 2012）。④ため池内のタナゴ個体
群は、当歳魚が極端に少なく、二枚貝の存在も少
なかったことから、個体群の消滅が懸念された（伊
藤 2013）。
伊藤の結果を受けて、本研究においては、ため
池に生息するタナゴや二枚貝の生息状況をさらに
詳細に調査すると共に、現況のタナゴ個体数の把
握を試みた。また、タナゴの採捕効率を改善する
ため、新型の魚類採捕トラップを使用し、採捕時
間の適正化を図ることで、ため池内における分布
調査の精度を上げると共に、ため池や周辺水路に
─ 148 ─
総合政策　第 19 巻（2018）
おいて目視による稚魚の観察を行った。さらに、
タナゴの産卵基質と推定される二枚貝の幼生のト
ウヨシノボリへの寄生状況の確認調査を実施し
た。
その結果、トラップによる採捕時間は2時間半
程度が適正であり、新型トラップの有効性が明ら
かになったことで、採捕効率が改善された。また、
個体数推定の結果、ため池には2014年から2015年
の2年間において約2,500尾のタナゴの生息が推定
された。採捕調査では、少数ではあるが当歳魚が
確認された。目視調査にでは、ため池において
2015年5月末に浮上直後の仔魚を確認した。さら
に、農業水路の流入部では前年に孵化したと考え
られる個体の群れを2016年6月中旬に確認すると
共に、ため池下の二枚貝が自生する水路では、同
年8月中旬に当歳魚と思われるタナゴの稚魚の群
れが確認された。また、トウヨシノボリへの二枚
貝の幼生の寄生も確認され、ため池周辺で二枚貝
が繁殖している可能性が高いことが明らかになっ
た。
上記の結果から、対象のため池のタナゴ個体群
は比較的多くの個体によって構成されているだけ
ではなく、再生産が示唆される結果を得た。この
ため、懸念されていたタナゴ個体群消滅の可能性
は棄却された。タナゴの産卵に直接的に影響を与
える二枚貝の再生産を示す幼生も確認でき、タナ
ゴの産卵基質である二枚貝の消滅についての危惧
も若干弱まったと思われる。
ここで、これまでの先行研究と自身の研究成果
を踏まえ、圃場整備におけるため池改修後の環境
条件の整備に向けた提案を以下に示す。①ため池
とその上流側の水路との接続を維持、改善するた
め、水路の流入部付近に魚道を設けることを提案
する。これによって、魚類のため池・水路間の移
動を可能にし、トウヨシノボリの水路での繁殖を
担保する。また、ため池内部では1m程度の水位変
動が頻繁に生じる。水位が上昇する灌漑期はタナ
ゴの繁殖期であり、容易に移動して二枚貝と魚類
の接触が維持される。タナゴの産卵時だけではな
く、二枚貝の幼生の発生時期にも、魚と貝の接触
を促進する構造は役立つと思われる。②ため池下
の水路にはタナゴの産卵基質となり、流水環境を
好むとされるヨコハマシジラガイが多く、さらに
水路でのタナゴの繁殖が確認された。ため池とそ
の上流側の水路を接続すると共に、上流側の水路
で確認されていないヨコハマシジラガイをため池
下の水路から移植することで、タナゴの水路での
繁殖が行われる可能性がある。その際、水路は貝
の生存を保証するためにも底部のコンクリート化
は行わない2面張り水路とすることが重要である。
また、水路内に緩流速域を確保するために、水路
幅を所々広くする等の工夫を施すことが望まし
い。③ドジョウ等、水田を繁殖域とする魚類の繁
殖を考えた場合、ため池と水路の接続だけではな
く、水路と水田の接続も重要な要素となる。水田
魚道を活用し、魚類の移動を可能にする。
上記改善策と、域外でのタナゴの保全を併せ、2
つの方向性からの対策を講じることによって、圃
場整備におけるため池改修後においてもタナゴの
保全が可能になると結論づけた。
